
㊨里
さとおか

岡 広
ひろあき

章 さん
㊥里岡 姫

ひ な
奈 さん

㊧里岡 範
の り こ

子 さん

　
「
夜
中
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
子
だ
っ
た
の
で
、
産
声

を
聞
い
た
瞬
間
は
、
感
動
と
う

れ
し
さ
で
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
頃
は
本
当
に
小
さ
く
、

抱
っ
こ
す
る
だ
け
で
も
私
が
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
場
で
あ
る

牛
舎
に
一
緒
に
行
っ
た
り
、
夜
な

か
な
か
寝
付
か
な
い
日
は
、
ド
ラ

イ
ブ
に
出
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
今
振
り
返
る
と
、
ど
れ
も

懐
か
し
く
、大
切
な
思
い
出
で
す
。

　
『
自
分
が
決
め
た
道
は
、
悔
い

な
く
や
り
切
っ
て
ほ
し
い
』。

　

そ
ん
な
思
い
で
、
毎
日
、
大
切

に
育
て
て
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、

楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
中
学
生
の
時
に
は
、
手

術
を
受
け
る
ほ
ど
の
大
け
が
を

し
、
涙
を
流
す
姿
を
見
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
立
ち
上

が
り
、
前
を
向
い
て
歩
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
を
し
な
が

ら
も
、
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
た

こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
。

　

気
付
け
ば
、
20
年
は
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分

で
選
ん
だ
道
を
信
じ
て
、
悔
い
な

く
歩
ん
で
ほ
し
い
。
そ
れ
が
親
と

し
て
一
番
の
願
い
で
す
」

　

写
真
の
中
で
無
邪
気
に
笑
う

姫
奈
さ
ん
が
誕
生
し
た
平
成
18

年
、
旧
小
林
市
と
須
木
村
が
合

併
し
、
新
し
い
小
林
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
子
育
て
に
戸
惑
い

な
が
ら
、
小
さ
な
命
を
大
切
に

育
て
て
き
た
里
岡
さ
ん
夫
婦
。

「
ど
ん
な
子
に
育
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
」。
そ
ん
な
期
待
を
胸

に
、
う
れ
し
い
日
も
苦
し
い
日

も
一
緒
に
乗
り
越
え
な
が
ら
歩

ん
で
き
た
20
年
。
姫
奈
さ
ん
は

今
年
で
20
歳
を
迎
え
、
心
身
と

も
に
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　

小
林
市
も
今
年
で
20
歳
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
一
人
一
人

が
こ
の
ま
ち
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
20
年
。
親
か
ら
子
へ
、
先

輩
か
ら
後
輩
へ
と
、
思
い
や
誇

り
は
受
け
継
が
れ
、
今
に
至
り

ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ

の
20
年
は
ど
の
よ
う
な
時
間
で

し
た
か
。
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
や
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い

な
ど
、
大
切
な
時
間
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た

私
た
ち
の
思
い
を
、
未
来
の
小

林
市
に
つ
な
ぐ
た
め
、
多
く
の

思
い
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
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　20 年前に撮影された一枚の家族写真。その写真に写る
幼い娘に目を細めながら、里岡広章さんは 20 年の思い出
と、これからを歩む娘への思いを語り出した

受け継がれてきた思いを

未来につなぐ

新市誕生 20 周年特集



小林市の 20 年を振り返る
人とまちが一緒に歩んできた

Kobayashi City 20th History

　須木村、野尻町との合併、新燃岳の噴火、地域の喜び、新しい施設や学校の誕生。
この 20 年、小林市はさまざまな出来事を経験しながら、一歩ずつ歩みを重ねてき
ました。まちの歴史を振り返ると、その一つ一つの出来事は、私たち一人一人の、
それぞれの思い出とともにあります。

旧小林市と須木村が合併して、新小林市が
誕生。平成の大合併による新しい自治体と
しては、県内で６番目で最後の合併となっ
た。３月 20 日には、市役所本庁舎と須木
庁舎で、開庁式を挙行。新たにかけかえら
れた庁舎看板の除幕やテープカットが行わ
れ、新市のスタートを祝った

野尻町との合併による記念式典の様子

新燃岳の噴火では、多量の噴
石が降り、車のガラスなどが
割れる被害が続出。市内各地
に、大きな被害をもたらした

旧野尻町と旧能都町の絆を引き
継ぎ、小林市と石川県能登町が
姉妹都市協定を締結。新たな交
流の歴史が始まった

市の観光イメー
ジキャラクター
を募集し、全国
か ら 243 件 の
応募。選考の結
果、10 月 29 日
に「こすモ～」
が誕生した

農業開拓への
第一歩となる
浜ノ瀬ダム。
水不足に悩ま
されていた地
域に希望をも
たらした

13 人のランナーが笑顔で聖火をつな
ぎ、小林のまちを駆け抜けた

竣工式では、地元の中学生らがテー
プカットで新体育館の誕生を祝福

落成記念式典と記念
イベントを市内各地
で開催。式典では、
市 民 な ど 約 170 人
が出席し、新庁舎の
完成を祝った

４大会連続の日本一の称号を獲得し、歓喜
の笑顔を見せる生産者

小林駅 100 周年祭記念式典の様子

2067 人で人間空気椅子を達成し、世界記録を樹立。多くの人で新市誕生 10 周年を祝った
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令
和
８
年
５
月
12
日

新
市
誕
生
10
周
年
イ
ベ
ン
ト

「
人
間
空
気
椅
子
」
で
ギ
ネ
ス
記
録
達
成

旧
小
林
市
と
須
木
村
が
合
併
し
、
新
小
林
市
が
誕
生

平
成
18
年
３
月
20
日

平
成
19
年
10
月
１
日

平
成
20
年
４
月
１
日

平
成
24
年
10
月
１
日

平
成
29
年
７
月
30
日

平
成
29
年
12
月
９
日

平
成
30
年
３
月
24
日

令
和
４
年
10
月
10
日

令
和
３
年
４
月
26
日

令
和
２
年
６
月
25
日

令
和
７
年
３
月
29
日

平
成
25
年
10
月
29
日

平
成
27
年
８
月
27
日

平
成
28
年
３
月
19
日

平
成
22
年
３
月
23
日

平
成
21
年
９
月
24
日

平
成
21
年
４
月
１
日

平
成
24
年
11
月
23
日

平
成
23
年
１
月
26
日

平
成
29
年
３
月

県
立
小
林
秀
峰
高
等
学
校
開
校

新
「
小
林
市
立
病
院
」
が
開
院

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
お
う
ら
い
」
運
行
開
始

野
尻
町
と
合
併

全
小
中
学
校
で
連
携
型
一
貫
教
育
を
導
入

地
域
・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
О
小
林
」
オ
ー
プ
ン

複
合
施
設
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
М
Ｕ
ビ
ル
」
完
成

市
役
所
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典
を
開
催

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
宮
崎
牛
が
４
大
会
連
続
の

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が

小
林
市
に
到
着

防
災
行
政
無
線
（
防
災
ラ
ジ
オ
・
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）

を
市
内
全
域
で
運
用
開
始

の
じ
り
こ
ぴ
あ
の
複
合
遊
具
施
設
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
体
育
館
「
ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ
」
が
オ
ー
プ
ン

新
燃
岳
が
52
年
ぶ
り
に
爆
発
的
噴
火

石
川
県
能
登
町
と
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結

浜
ノ
瀬
ダ
ム
完
成

小
林
駅
１
０
０
周
年
祭
記
念
運
行
式
・
記
念
式
典
開
催

観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
す
モ
～
」
誕
生

Ｐ
Ｒ
動
画
「
ン
ダ
モ
シ
タ
ン
小
林
」
公
開

１
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９
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子どもたちの心にスポーツの楽しさの種をまき続ける

　子どもたちがスポーツを生涯好きで
いてほしい。その思いでクラブ発足か
ら 22 年間、小学生に陸上の指導を続
けてきました。自分が生まれ育った地
域の子どもたちの成長を支えてこられ
たことをうれしく思います。
　指導では、子どもたちが自分のやり
たい種目を中心に取り組めるよう支え
てきました。さまざまな種目に触れる
ことで、スポーツの楽しさを知り、仲
間を通じてコミュニケーション力も
育っていくと感じています。この 20
年で、子どもたちへの指導の在り方は
大きく変わりました。時代にあった指
導ができるよう、コーチ陣と定期的に
話し合いながら、一人一人に寄り添う

指導を続けてきました。それでも、子
どもたちの笑顔や成長を身近で見られ
る喜びはずっと変わりません。卒業し
た子どもたちが成長し、中学・高校で
活躍していると聞くたびに、大きな誇
りを感じています。特に、かつての教
え子が指導者としてこのクラブに戻っ
てきたことは、とてもうれしいことで
した。現在は、教え子３人がコーチと
して活動しており、地域で育った子が、
今度は地域の子どもたちを育てる立場
に。その姿を見ることが、何よりの励
みになっています。
　これからも、子どもたちが生涯、ス
ポーツを好きでいてくれるよう、その
第一歩を支えていきたいと思います。

「このまちを支えたい」。その思いを胸に、それぞれの場所で小林市を支えて
きた人たちがいます。地域活動や仕事、日々の暮らしの中で積み重ねてきた
確かな歩み。その一つ一つが、小林市の力となり、支えとなってきました。
このまちを支えてきた人は、どんな思いで活動を続けてきたのか。それぞれ
の歩みと胸にあるそれぞれの思いを紹介します。

このまちを支えて

さん

細野コスモスジュニア 総監督

坂
さ か も と

元 宏
ひ ろ や す

康

　「いってきます」と家を出た人
が、無事に「ただいま」と帰って
くる。その当たり前の日常を守り
たい思いで、17 年間活動を続け
てきました。これまで、未就学児
から高齢者までを対象にした交通
安全教室や通学路での街頭指導に
取り組んできました。
　入社当時に交通安全を教えてい
た小学生が、中学、高校へと進学
し、今でも元気にあいさつをして
くれる姿を見ると、活動を続けて
きて良かったと感じます。大人に
なっても、交通安全教室で学んだ
ことを思い出し、安全な行動につ
なげてもらえたら、うれしいです。
　私も入社当時は一番の若手でし
たが、今では活動の中心を担う立
場になりました。これからも街頭
に立ち、子どもたちが毎日元気に
学校へ行き、無事に帰れるよう見
守り続けていきたいです。

　今年で団を発足して 20 年にな
ります。小林市でも、自立した女
性や地域を愛する女性を育てたい
という思いで活動を始めました。
その思いは、20 年たった今でも
変わることはありません。
　設立当初は少人数でのスタート
でしたが、徐々に活動の輪が広が
り、多くの子どもたちの成長を支
えてきました。活動を続ける中で
大切にしてきたのは、子どもたち
と一緒に楽しみながら活動するこ
とです。ガールスカウトは、学校
だけでは学べない経験ができる場
であり、子どもたちの居場所にも
つながる大切な存在。ここでの経
験を糧に、自信を持ち、大人になっ
ても地域や社会で活躍する姿を見
ることが何よりの喜びです。
　これからも、変わらない思いで
子どもたちに寄り添い、一人一人
の成長を支えていきたいです。

　協議会の設立から 20 年間、農
業体験や農家民泊の受け入れを続
けてきました。市内や都市部の子
どもたちに農業やまちの魅力を
知ってもらいたいという思いで、
多くの生徒を迎え入れています。
　受け入れ農家は、設立当初に比
べて減少し、高齢化も進んでいま
すが、子どもたちが食の大切さを
学ぶ姿や再びこのまちを訪れる姿
を見ることが、活動のやりがいに
なっています。農家民泊をきっか
けに移住した人もおり、一度の体
験が人生に影響を与えることもあ
ります。だからこそ、一期一会を
大切にしながら、農業やまちの魅
力を伝え続けてきました。　
　この 20 年を振り返ると、多く
の人との出会いが何よりの財産。
これからも人と地域をつなぎなが
ら、このまちの魅力を次の世代へ
伝えていきたいと思います。

「ただいま」が聞こえ
る毎日を守るために

自立する心、地域を愛
する心を育む

一期一会を大切に、
まちの魅力を伝える

爽やかな笑顔で高齢者に交通安全指
導を行う勤務３年目の時の𠮷春さん

精力的な活動は幅広く、ガールスカ
ウト日本連盟キャンプ場でも活動

畑で説明をしながら、中学生に食の
大切さを伝える冨満さん

さん さん さん

小林地区交通安全協会 ガールスカウト宮崎第 14 団リーダー 北きりしま田舎物語推進協議会

𠮷
よ し は る

春 寿
じ ゅ り

里 大
おおでらおとし

平落 鈴
す ず か

香 冨
と み み つ

満 哲
て つ お

夫
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角
か く は た

畑 一
か ず ひ ろ

弘

酒のキング
有限会社 角畑酒販 店長

さん（67） 内
う ち じ ま

嶋 光
み つ お

雄

すき酒造株式会社 杜氏

さん（67）

　須木村との合併前から須木焼酎を店に置いていま
したが、当時の売れ行きはあまり良くありませんで
した。それでも、地元の焼酎だからこそ広まってほ
しいという思いで、ずっと応援してきました。
　内嶋親子が焼酎造りを始めてからも、すぐに売れ
出したわけではありません。２人が常に上を目指
し、造り続けてきたからこそ、少しずつ評判が広が
り、多くの方々に選ばれるようになったのだと思い
ます。今では、遠方から買い求めて来るお客さんも
いますし、初めてのお客さんにも自信をもってお勧
めしています。お客さんからも「おいしい」という
声をよく聞くようになりました。昔から応援してき
た地元の焼酎がここまで成長したことを、本当にう
れしく思います。これからもすき酒造らしいこだわ
りを大切にしながら、地元はもちろん全国でも愛さ
れる焼酎であってほしいと思います。

　19 歳の時に焼酎の世界に入り、若い頃は、県内
の焼酎蔵で蔵子として修業を重ね、先人たちから受
け継がれてきた焼酎造りの技術を学んできました。
　そして、平成 18 年にすき酒造へ入りました。当
時は、名も売れていない会社でしたので、まさにゼ
ロからのスタート。しかし、振り返れば長い年月を
かけながらも、親子二人三脚で歩み続け、全国でも
須木焼酎を知ってもらえるようになりました。息子
も頼もしく成長し、一緒に焼酎造りができることを
何よりうれしく思います。
　しかし、今の評価に満足してはいけません。常に
上を目指し続けることが大切です。だからこそ、こ
の技術を私たちの代で終わらせてはいけません。次
の世代にその技術をつなぎながら、新しい挑戦を重
ね、これから先も長く続くすき酒造であり続けるこ
とを期待しています。

８

市内を見渡せば、農業やものづくり、そして日々の暮らしの中で、受け継
がれてきた技術や信念を胸に、それぞれの道を歩み続けてきた人たちがい
ます。自分のために、誰かのために、そして未来の小林市のために。今日
もこのまちで情熱を燃やし続ける人たちは、何を思い、何を未来につない
でいくのか。その歩みと思いに迫ります。

　

入
社
当
時
は
、
焼
酎
造
り
の

知
識
も
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
古
く
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
技
術
を
持
つ
父
の
背

中
を
追
い
、
一
つ
一
つ
技
術
を

学
び
続
け
て
き
ま
し
た
。　

　

時
に
は
、
厳
し
い
指
導
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
技

術
を
身
に
付
け
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
の
須
木
焼
酎
は
、
地
元

で
も
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
お
ら

ず
「
お
い
し
く
な
い
」
と
言
わ

れ
、
悔
し
い
思
い
を
何
度
も
し

て
き
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ「
ま

ず
は
、
地
元
の
人
に
飲
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強

く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
を
胸
に
、
親
子
で

品
質
向
上
に
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
一

滴
一
滴
に
こ
だ
わ
る
。
そ
う
し

て
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
が
評

価
さ
れ
、
品
評
会
で
賞
を
受
賞

し
た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
。今
で
も
あ
の
時
の
喜
び
は
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
も
、
二
人
で
が
む
し

ゃ
ら
に
走
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
多
く
の
方
か
ら
注
文
を
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
味
を
支
え
て
い

る
の
が
、
創
業
当
時
か
ら

１
１
０
年
以
上
受
け
継
が

れ
る
甕か

め

仕
込
み
と
、
徹
底

し
た
衛
生
管
理
。
伝
統
と

と
も
に
、
須
木
焼
酎
の
味

を
守
っ
て
い
ま
す
。　
　

地
元
に
愛
さ
れ
る
焼
酎
を

目
指
し
て

親子でつないだ焼酎造り応援し続けた地元の焼酎

思いを受け継ぎ、
歩み続ける

110 年以上の伝統を
未来の一杯につなぐ

　

伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
新

た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
発
売
し
た
夏
焼
酎
は
、
親

し
み
や
す
い
味
わ
い
と
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
ま
し
た
。
焼
酎
を

飲
む
人
が
減
っ
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
多
く
の
人
に
手
に
取

っ
て
も
ら
え
る
焼
酎
を
造
り
、

須
木
焼
酎
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の

は
、
多
く
の
人
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
か
ら
こ
そ
。
そ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
今
後
も
地
域
に
愛

さ
れ
る
唯
一
無
二
の
焼
酎
造
り

に
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

何
よ
り
、
こ
の
技
術
を
絶
や

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
父
か
ら

受
け
継
い
だ
技
を
、
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

20
年
後
も
、
こ
の
須
木
の
地

で
焼
酎
造
り
が
受
け
継
が
れ
、

須
木
焼
酎
が
小
林
市
の
特
産
品

と
し
て
愛
さ
れ
続
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
技
を
磨
き
続
け
て

い
き
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
須
木
焼
酎

伝
統
を
守
り
新
た
な
挑
戦

明治末期から受け継がれる和甕と豊かな自然が育む須木焼酎。その味は、芋
本来の優しい甘みと深いコクが魅力で、地元の特産品として親しまれている。
店頭には、芋焼酎のほかにも、麦焼酎や栗焼酎など、多彩な焼酎が並び、自
分好みの一杯との出会いが楽しめる

伝統の焼酎造りに励む入社１年
目の時の一仁さん

さん（38）内
う ち じ ま

嶋 一
か ず ひ と

仁
すき酒造株式会社 副杜氏


